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1．はじめに

長野県環境保全研究所飯綱庁舎敷地内には自然観

察路が整備されており，市民の自然観察の場，環境

学習の場として利用されている．敷地内の観察路沿

いでは，種子植物 282 種（変種・亜種・品種含む）

が報告されており 1），特に利用者の関心を引きやす

い花を咲かせた植物は観察対象として適している．

それらの植物がどの時期に開花するかを明らかに

することは，自然観察路利用者の参考資料や，各種

学習会等の基礎資料となる．また，開花フェノロジー

と気象データの年変動を追跡することで，今後予想

されている地球温暖化の開花フェノロジーに対する

影響を評価するための基礎資料ともなることが期待

できる．

今回，敷地西側の自然観察路沿いの林床に生育す

る種子植物（以下林床植物）を対象として開花フェ

ノロジーを調査し，開花種数及び開花植物種の季節

的変化に関する若干の考察をしたので報告する．

2．調査地及び方法

調査地は，長野県長野市北郷にある長野県環境保

全研究所飯綱庁舎敷地西側の自然観察路沿いである

（138°9′0 ～ 9″E，36°43′16 ～ 31″N，標高 1,010

～ 1,050m）（図 1）．飯綱庁舎は飯縄山（標高 1,917

ｍ） の南東麓に位置し， 例年最深積雪が 120cm 程

度になり 2），日本海岸気候の影響を受けている．調

査地は湿地林や落葉広葉樹林が 40 ～ 50 年生のカ

ラマツ植林地にモザイク状に分布し，一部にドイツ

トウヒ Picea excelsa 植林地がある．林床はシナノザ

サ Sasa senanensis が優占する．林内には湧水や小さ

な沢が多く，湿地にはヒメザゼンソウ Symplocarpus 

nipponicus， ミ ズ バ シ ョ ウ Lyschiton camtschatcense

な ど が あ る． ま た， エ ゾ ユ ズ リ ハ Daphniphyllum 

macropodum subsp．humile， ヒ メ ア オ キ Aucuba 

japonica var．borealis，タニウツギ Weigela hortensis

などの日本海側に分布がかたよる植物が自生してい

る 1）．

開 花 フ ェ ノ ロ ジ ー の 調 査 は，2010 年 の 3 月 31

日から 11 月 3 日の期間に１～２人で毎週 1 回行っ

た．調査日は毎週水曜日を基本とし，その日に調査

ができないときは，その前後の日とした．調査回数

は合計 32 回であった．自然観察路（調査ルート延

長約 1,200m）沿いの自生個体群を対象に観察路か

ら目視できる範囲に出現した，外来種を除く開花が

確認できる林床植物をすべて記録した．開花の定義

は， 雄ずいまたは雌ずいが機能している状態とし

た．また，開花期間は，開花が確認されたある観察

2010 年 3 月 31 日から 11 月 3 日にかけて，週 1 回，長野県環境保全研究所飯綱庁舎敷地内の自然観察路沿

いの林床植物を対象とした開花フェノロジーを調査した．その結果，66 科 167 種の開花を確認できた．開花

種数のピークは 6 月初旬と 9 月初旬の 2 回示された．春に単子葉類，秋に合弁科類が開花する割合が高かった．

キーワード：開花フェノロジー，林床植物，飯綱高原，長野市

長野県環境保全研究所飯綱庁舎自然観察路における
林床植物の開花フェノロジー

横井　力１・大塚孝一１

1　長野県環境保全研究所 自然環境部　〒 381-0075　長野市北郷 2054-120

図１　調査地位置図
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の開花期間は 1 ～ 17 週間と大きな差がみられた．

ほ と ん ど の 種 は 開 花 期 間 が １ ～ 7 週 間 で，8 週 間

以上の種は少ない（図 2）．タニギキョウ Peracarpa 

carnosa var．circaeoides な ど の 個 体 数 が 少 な い 種

や， ヒ メ ス ゲ Carex oxyandra な ど の 個 体 数 は 多 い

が 開 花 が 同 調 す る 種 な ど は 開 花 期 間 が 短 か っ た．

ま た， シ ナ ノ ザ サ Sasa senanensis や， イ ヌ ト ウ バ

ナ Clinopodium micranthum な ど の 調 査 地 内 に 広 く

生 育 す る 種 や， ヤ マ キ ツ ネ ノ ボ タ ン Ranunculus 

silerifolius var．quelpaertensis などの生育場所は限ら

れているが開花時期に個体差の大きい種や，ウマノ

ミツバ Sanicula chinensis などの順次開花する種は開

花期間が長かった．

各調査日における開花種数の変化を，図 3 に示し

た．5 月 19 日と 6 月 9 日に小さな開花種数のピー

クがあり， その後種数を減らして 7 月 7 日に開花

種数の谷がみられる．その後再び種数を増やして 8

月 25 日 に 大 き な ピ ー ク が あ る．5 月 19 日 と 6 月

9 日の小さなピークを 1 つの大きなピークとしてみ

れば， 大きなピークが 6 月初旬と 8 月下旬にある

二山型となる．このような盛夏に開花種数が減少す

る現象は，日本国内のいくつかの地域で観察されて

日とその前の観察日の中間にあたる日から咲き始

め， ある観察日とその次の観察日の中間に咲き終

わったものとして評価した． すなわち開花が 1 回

のみ確認できた種の開花期間は１週間となる．現地

で同定が困難な種類は，植物体の一部を標本にした

後種名を決定した．植物の同定には主に「日本の野

生植物」3） 4），「長野県植物誌」5）を利用した．

3．結果と考察

開花が確認された林床植物は，66 科 167 種（亜

種・変種・品種含む）で，大塚他（2008）1） が確認

した種子植物の約 6 割の開花を確認することができ

た．内訳は裸子植物 1 変種，離弁花類 61 種 5 亜種

12 変 種 1 品 種， 合 弁 花 類 36 種 4 亜 種 9 変 種 1 品

種，単子葉類 33 種 4 変種（内未同定種 2 種）であ

る．その内，33 種は木本種で 134 種は草本種であっ

た．5 種以上確認された科は，種数が多い順にキク

科 20 種，ユリ科 9 種，カヤツリグサ科 9 種，バラ

科 7 種，セリ科 6 種，ラン科 6 種，アブラナ科 5 種，

イネ科 5 種であった．

各種の開花フェノロジーを付表 1 に示した．各種
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図２　開花期間ごとの開花種数

図 3　各調査日における開花種数
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いる 6）～8）．

各月の開花植物種の構成を概観するために，開花

植物種を単子葉類，離弁花類，合弁花類に分類し，

月別の平均開花種数の割合を求めた（図 4）． 単子

葉類は４月から開花種の割合が減少するが，逆に合

弁花類の割合は増加し，年間を通して分類群の入れ

替 わ り が み ら れ る． こ れ は， 単 子 葉 類 37 種 中 24

種を占めるカヤツリグサ科，ユリ科，ラン科の植物

が春から初夏にかけて開花する種が多く，合弁花類

50 種中 20 種を占めるキク科の植物のほとんどが秋

に開花することに起因するものと考えられる．

4．おわりに

今回の調査で，年間を通じて多様な林床植物が開

花することが明らかになった．今回得た資料は，観

察会等で観察した開花植物が林床植物群集中でどの

ような開花パターンを持つのかを利用者に示し，開

花という現象を生態学的な観点から説明できる教材

となることが期待できる．

今後，上層の展葉フェノロジーや訪花動物の情報

を追加することで，林床植物群集における開花フェ

ノロジーの詳細なパターンを解析することができる
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図４　各月における平均開花種数の相対頻度（％）

と考えられる．また，地球温暖化の開花フェノロジー

に対する影響を評価するために継続的に調査を行っ

ていきたい．
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